（様式第1号）

令和　年度自家配合飼料製造支援事業補助金交付申請書兼実績報告書兼請求書


年　　月　　日
長野県知事　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所　
氏名　

令和　年度において、自家配合飼料製造支援事業を実施したいので、下記のとおり申請し、同事業補助金　円の交付について請求します。

記

１　申請者の概要
	区分
	自家配合飼料製造方法

	主に畜産業を営む者
	□
	自ら製造
	☐

	法人等
	□
	製造委託
	□


（注１）該当する項目にそれぞれチェックを入れること。
（注２）法人等とは、県内畜産農家等へ供給する目的で自家配合飼料の製造を行い、県内で畜産業を営む者が議決権の過半数を有する者をいう。

２　自家配合飼料製造設備を有していること証する書面
	提出書類
	確認

	１　償却資産課税台帳又は減価償却資産台帳等（写し）、飼料製造設備の写真
	□

	２　委託契約書（写し）
	□

	３　その他
	□


（注１）１から３の資料いずれかを提出すること。
（注２）１の写真は、設備全体像及び製造ナンバー並びに製品名等が判るよう撮影すること
（注３）添付した資料の確認欄にチェックを入れること。
（注４）その他を選択した場合は、以下に提出書類を記載すること。
その他の場合の提出資料
	



３　令和４年度自家配合飼料利用状況
（１）自ら飼養する家畜に給与する者
	畜種
	飼養頭数
	自家配合飼料中の
とうもろこしの割合（％）

	
	
	


（２）配合して畜産農家に供給する法人等
	畜種
	供給畜産農家数
(うち県内畜産農家数)
	自家配合飼料中の
とうもろこしの割合（％）

	
	
	


（注）畜種ごとに記載すること。
４　令和４年度における自家配用とうもろこしの調達数量
	自家配用とうもろこしの種類
	令和４年度調達数量（ﾄﾝ）

①
	とうもろこしの配合割合（％）
②
	支援金交付対象数量（ﾄﾝ）

③＝①×②
	支援金
（請求額）
③×
＠13,200円

	丸粒とうもろこし
	
	―
	
	―

	単体飼料とうもろこし
	
	―
	
	―

	魚粉等２種混合とうもろこし
	
	
	
	―

	合計
	
	―
	
	円


（注１）丸粒とうもろこし及び単体飼料とうもろこしについては、令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31日）調達数量の欄と支援金交付対象数量の欄に同数量を記入すること。
（注２）魚粉等２種混合とうもろこしにあっては、とうもろこしの配合割合に製造業者が品質表示に記載しているとうもろこしの配合割合を記入し、当該品質表示に係る書面を添付すること。
（注３）１の申請者の概要で法人等に該当する者にあっては、令和４年度調達数量の欄に県内畜産農家への供給分のみを記入すること。
（注４）自家配用とうもろこしそれぞれの令和４年度の調達数量が確認できる納品書の写し等及び自家配用とうもろこし調達状況の一覧（別記参考様式）を添付すること。
（注５）支援金交付対象数量の合計に１トン未満の端数があるときは切り捨てるものとする。
５　自家配合飼料製造設備の種類
	製品名（メーカー名）
	性能・仕様
	製造年月日
	製造ナンバー

	
	
	
	


６　令和５年度における自家配用とうもろこしの調達実績
	自家配用とうもろこしの種類
	令和５年度の調達実績
又は見込み

	丸粒とうもろこし
	□

	単体飼料とうもろこし
	□

	魚粉等２種混合とうもろこし
	□


（注）令和５年度に調達を実施又は見込みの自家配用とうもろこしの種類にチェックを入れること。
７　補助金の申請に係る確認
	確認項目
	確認の有無

	１　交付要綱第４の２の（１）及び（２）に該当しない
	□

	２　交付要綱第５に掲げる支援金交付対象とうもろこしである
	□

	２　支援金交付対象数量を重複して申請していない
	□


８　振込先金融機関名等
金融機関名 　　　　　　　　支店名
預金種類
口座番号
口座名義（フリガナ）
９　担当者等
（１）担当者名
（２）連絡先
（３）メールアドレス

